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平成 27 年度 第 241 回教育研究審議会議事要録 

 
日 時  平成 28 年 2 月 9日（火）13：30～15:40 

場 所  北方キャンパス本館 Ｅ701 会議室  
出席者  近藤学長、松尾副学長、梶原副学長、漆原副学長、柳井副学長、江本事務局長、 
 大平外国語学部長、前田経済学部長、田中文学部長、二宮法学部長、眞鍋地域創生学群長、 
 龍国際環境工学部長、中尾基盤教育センター長、田村慶社会システム研究科長、 
 王マネジメント研究科長、小野学生部長、田村大教務部長、田島入試広報センター長、 

 佐藤情報総合センター長、日髙地域貢献室副室長、後藤評価室副室長 

配布資料   01-1 教員採用選考報告書（基盤教育センター） 

      1-2 教員採用選考報告書（地域戦略研究所） 

      1-3 教員採用選考報告書（環境技術研究所） 

2  特任教員の選考について 

3  卒業要件に関わる学則の改正について 

4  知的財産管理体制の強化について   

5-1 各種委員会等の委員の選出について 

5-2 平成28年度各種委員会等の構成 

6-1 平成28年度計画（素案）について 

6-2 平成28年度計画（素案）の施策数及び策定スケジュール 

6-3 所管組織一覧表 

7-1 認証評価に係る評価結果(案)について 

7-2 認証評価に係る評価結果(案)の概要 

7-3 平成27年度実施 大学機関別認証評価 評価結果(案)  

7-4 平成27年度実施 大学機関別選択評価 評価結果(案)  

7-5 大学機関別認証評価 評価結果(案)に対する連絡票 

7-6 大学機関別選択評価 評価結果(案)に対する連絡票 

7-7 平成24年度以降 大学機関別認証評価結果における優れた点等の数について 

7-8 平成24年～26年度 他大学の選択評価評価結果について 

8  平成27年度学生表彰について 

9  「JICA九州と北九州市立大学外国語学部の間における連携に関する協定」の締結に 

  ついて 

10  ICカード学生証のデザインについて 

11  北九州市立大学新図書館オープンセレモニー 

12  北九州市立大学教員海外出張・研修報告書 

 

 

第１号 教員の採用について 

 ＊ 資料1-1のとおり、基盤教育センターの社会福祉学(スクールソーシャルワーク)担当教員採用人事

について、選考委員会から採用候補者（寺田千栄子氏）の選考結果の報告がなされ、同報告に基づき

採用候補者の採用について提案。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 
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 ＊ 資料1-2のとおり、地域戦略研究所の地域経済分野担当教員採用人事について、選考委員会から採

用候補者（小林敏樹氏）の選考結果の報告がなされ、同報告に基づき採用候補者の採用について提案。 

 

○ 教育研究業績書の学術誌にページ数の記載がないので追記をお願いしたい。また、記載方法に誤り

があるため修正をお願いしたい。 

● そのように対応したい。 

 

【議長】一部資料修正の上、提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

 ＊ 資料1-3のとおり、環境技術研究所の環境マネジメント(特にエネルギーマネジメント分野)担当教

員採用人事について、選考委員会から採用候補者（藤井克司氏）の選考結果の報告がなされ、同報告

に基づき採用候補者の採用について提案。 

 

● 教員資格選考調書の教歴の部分で、研究機関等での勤務歴の換算割合が8割となっている。環境技

術研究所の教員採用であれば10割で換算してもよいのではないか。 

○ 環境技術研究所の専任教員は研究のみをしているわけでなく、学部・研究科での授業を担当してい

る。そのため、今回は研究機関等の勤務歴は8割で換算した。環境技術研究所の専任教員の教歴の考

え方については今後検討していきたい。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第2号 特任教員の選考について 

＊ 資料2のとおり、マネジメント研究科の特任教員1名の選考について提案。 

 

 ○ 平成28年3月31日付けで定年退職する永津美裕教授の後任人事について公募をおこなったが適任者 

  が得られなかった。そのため、永津教授を特任教授として任用し、授業科目と研究指導を担当してい 

  ただきたい。任期は平成28年4月1日～平成29年3月31日である。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

 

第3号 卒業要件に関わる学則の改正について 

＊ 資料3のとおり、国際環境工学部卒業要件に関わる学則の改正について提案。 

 

○ 国際環境工学部では、学部規程で「累積GPAが1.5以上」という卒業要件を定めている。しかし、大

学としての卒業要件を定めた学則にはこの要件が規定されていない。したがって、学部規程に卒業の

要件を設けることができることを学則において明確にするための改正を行う。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 
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第4号 知的財産管理体制の強化について 

＊ 資料4のとおり、知的財産管理体制の強化について提案。 

 

○ 産学官連携によって外部資金を獲得し研究を推進するためには、本学の知的財産管理体制の強化が

必要であるため、本学の知的財産管理体制について見直しを行うもの。特に「特許出願件数の増加を

図る」「リスク管理の強化」「全学として産学官連携に取り組む」という観点から現在の取扱を変更

し、関連規程を改正するもの。 

○ 産学連携委員会を全学的なものとしているが、今後他の全学の委員会との整合性についても検討し、

必要があれば規程を見直すようにしていただきたい。また、環境技術研究所、地域戦略研究所など新

しい組織となったところについて、産学連携委員会がどこまでかかわっていくかという視点を含めて

進めていただきたい。 

○ 環境技術研究所、地域戦略研究所、マネジメント研究科との関係、また地域産業支援センターとの

役割分担など様々な課題があると思うが、1～2年はこの形で進めていき、軌道修正していきたい。個

別の案件が生じた場合は必要に応じて部局の教員に意見を聞き、見直しを行いたい。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第5号 各種委員会の推薦依頼について 

＊ 資料5－1、5－2のとおり、平成28年度の各種委員会等の委員のうち、部局等からの推薦が必要な委

員の選出について提案。 

 

○ 各部局において推薦者を選出し、3月4日（金）までに総務課へ報告してもらいたい。選出結果は、 

3月22日（火）の教育研究審議会で提案する。 

 

第6号 平成28年度計画（素案）について 

＊ 資料6－1～6－3のとおり、平成28年度計画（素案）について提案。 

 

○ 平成28年度計画（素案）について、記載内容を確認のうえ、意見があれば2月18日までに経営企画

課へ提出してもらいたい。意見を集約後、3月8日の教育研究審議会での審議を経て、3月24日の経営

審議会・役員会に提案する予定である。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第7号 認証評価結果(案)への対応について 

＊ 資料7のとおり、認証評価結果(案)への対応について提案。 

 

 ○ 大学評価・学位授与機構から平成27年度実施の認証評価結果（案）が示された。大学機関別認証評 

  価は「大学評価・学位授与機構が定める大学評価基準を満たしている」、選択評価事項Ｂ(地域貢献活 

  動の状況)は「目的の達成状況が極めて良好である（4段階評価の最上位）」、選択評価事項Ｃ(教育の 

  国際化の状況)は「目的の達成状況が良好である(4段階評価の上から2番目)」とされている。 

 ○ 教育研究審議会委員等には事前に評価結果（案）を渡し意見を伺っており、誤字・脱字・事実の誤 

  認等により修正が必要なもの等は資料7-5、7-6のとおり大学評価・学位授与機構に提出する。また、 

  意見申立てについては自己評価書の内容が十分に反映されているものとして、「意見なし」と回答し 

  たい。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 
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第8号 平成27年度学生表彰について 

＊ 資料8のとおり、平成27年度の学生表彰について提案。 

 

 ○ 学生表彰対象者として、4件 4名に対する表彰を提案するもの。なお、表彰式は 3月 8日を予定し

ている。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。  

【委員全員】（異議なし） 
 

報告 
① JICA 九州と外国語学部の間における連携に関する協定について、資料 9のとおり報告があった。 

② IC カード学生証のデザインについて、資料 10 のとおり報告があった。 

③ 新図書館のオープンセレモニーについて、資料 11 のとおり報告があった。 

④ 教員の海外出張について、資料 12 のとおり報告があった。 

⑤ 次回の審議会を平成 28 年 2 月 23 日（火）に開催する予定である旨、報告があった。 


